
㸵．ࡲとめ�

高経年集合住宅の高齢居住者が集合住宅ෆにおけるコ

ミュニティの形成だけでなく、近㞄住民も含めたコミュ

ニティのሙを形成するため、ボランティア組織を組織し

ている、Oを対㇟としたㄪᰝの⤖ᯝ、以下のことが
明らかになった。 
１㸧ࠕႚⲔࠖ࠸࠶ࢀࡩ⏝⪅のព㆑�

� 「ႚⲔࡩれあい」は、集合住宅の居住者だけでなく周

辺地域の交流のሙとしてᶵ⬟している。用者は高齢者

が多く、ࣜࣆーࢱーが多い。ཱྀコミで用者が広がって

おり、一定ᩘのニーズが確ㄆされた。しかし、コミュニ

ティの交流のሙとしてᶵ⬟しているためか、用㢖度ࡸ

年代にかかわらず、㛤ദ᭙᪥ࡸᅇᩘに‶が大きい。≉

にᚋ運営にຍわることが期ᚅされる 50代以下と 60代
は‶が大きく、にをしているேが多いため、ᖹ

᪥の㛤ദでは用できず‶にឤࡌるேが多いと⪃えら

れる 50代以下よりも、ẚ㍑的間にవ⿱があると⪃え
られる 60代の‶への対策が必要である。 
㸰㸧ᒃ住⪅のࠕႚⲔࠖ࠸࠶ࢀࡩに対するព㆑�

� 「ႚⲔࡩれあい」の用者は、運営へのཧຍ意識がぢ

られることから、用者の᪂つ㛤ᣅを行࠺ことがᚋの

運営をᢸ࠺ேᮦ確ಖのためには必要である。㛤ദ᭙᪥・

間・㢖度の‶㊊度ࡸ自⏤意ぢから、ㄆ▱はしているも

のの用をしていない、ⱝしくはฟ᮶ないᒙを取り込む

ために⌧ᅾ行っている年 2ᅇの᪥᭙᪥㛤ദをより有効に
用していくことが求められる。また、運営にཧຍ意思

があるேは、すでにཧຍしているとみられる。 
㸱㸧ᒃ住⪅のࠖ࠸࠶ࢀࡩࢺ࣮࣏ࢧࠕに対するព㆑�

� Ꮡᅾをㄆ▱していても活動ෆᐜよりも౫㢗方法を▱ら

ないとい࠺⤖ᯝから、౫㢗ᐇ⦼がᑡないのも㢔ける。ニ

ーズがないわけではないが、ಶேの㡿域に᥋するため、

ල体ࡸのᏳ対策も必要であり、౫㢗方法の明確化ࡑ

のᥦ♧なども必要である。また、ᑡᩘではあるが、60代
に運営ཧຍ意ྥがみられ、ᚋ工夫ḟ➨で活性化してい

くྍ⬟性がある。 
㸶．ᚋの課題�

集合住宅ෆにṆまらず、周辺地域も含んだコミュニテ

ィを形成しࡘࡘある「ࡩれあいクラࣈ」をᚋ発ᒎさせ

るためには、運営方法の᳨ウ、活動の広ሗ活動、᪂た

なேᮦの確ಖが必要である。 
㸯）運営方法の᳨ウは、発㊊のᖹ᪥だけの㛤ദから、

年に 2ᅇの᪥᭙᪥の㛤ദに変᭦、᪂しい࣓ニューの導入
など⌧ᅾ行っている᳨ウをᘬき続き行࠺。 

㸰）活動の広ሗは、「ႚⲔࡩれあい」でཱྀコミの有効性が

確ㄆされたので、「࣏ࢧートࡩれあい」においても▱り合

いから活動を広ࡆていくことが有効であると⪃えられる。 
㸱）「࣏ࢧートࡩれあい」はಶேの㡿域に㋃み込むことも

あるため、用の࢞ドࡸᏲ⛎⩏ົ、ಙ用の確ಖが必要

で、ࡑの体制の整備が重要である。 
４）᪂たなேᮦの確ಖは、活動の体㦂ࡸ活動を行ってい

るேとの交流によりಁ進される。発㊊のேᮦでᅛまる

ことにより、ᅛ定化された࣓ーࢪがき、᪂たなேᮦ

がཧຍしにくくなる。これを㜵ࡄためにまでにない

ことがࡘながりを持ࡘントを┒り込みながら、᪂たな࣋

必要である。また、どの様な࣋ントが効ᯝ的なのかも

᳨ドの必要がある。 
ントを㏻して、多様࣋ࡸの活動「ࣈれあいクラࡩ」

な世代に多様な活動を発ಙし、運営組織に᪂たなேᮦと

活動ෆᐜの多様さが⏕まれるྍ⬟性をᶍ⣴することが、

運営組織の化にࡘながる。ࡑして、高経年集合住宅

居住者の᪂たなコミュニティの形成をᵓ築していくこ

とにࡘながると⪃える。 
 

このㄽ文は、ཧ⪃文⊩㸯）㹼㸱）にຍ➹修ṇをຍえたものである。 
 
ㅰ㎡） 
� 本研究は、ㄪᰝ・研究に℩戸┿さん、☾野ᣅேさん（ᙜ近畿大学 4年
⏕）の༠ຊをᚓました。ࡑのㄪᰝに対し、O の「ࡩれあいクラࣈ」のⓙ
様には長間のㄪᰝの༠ຊを㡬きましたをཌくᚚ♩⏦し上ࡆます。また、

O居住者、「ႚⲔࡩれあい」用者のⓙ様にも༠ຊを㡬きました。ここに
ឤㅰの意を⾲します。 
 
ὀ） 
㸯）大㜰ᗓ⚟ᓥ༊ෆにある、▱らない方同士、こども、高齢者、㞀がい者な

ど様々な方の交流のሙ・᠁いのሙとして、地域の༠ຊにより運営されている

地域交流のᣐⅬ。 
㸰）2013年 3᭶㛤タで、ㄪᰝⅬで 2周年を㐣ࡂている。 
㸱）コミュニティとは、「共同体」ࡸ「地域♫」を意するが、ここではᣵ

ᣜを交わす⛬度の㍍い交流も含めた交流のሙࡸᣐⅬで交流を行っている集ᅋ

とする。 
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１㸬 研究の背景と目的 

1.1 研究の⫼ᬒと目的 

わが国では、1970 年௦に࣍ーࢱࣥࢭ࣒ーが出現したᚋ、

1977 年に日本 DIY ༠会（現在の一⯡社団ἲே日本ド

ルフ༠会）が組⧊されࢭット・ࣘア・ DIY

（Do-It-Yourself）のᬑ及に取り組ࢇできた。㏆年、その

DIY の対㇟が㈤㈚住宅ᕷሙにまで広がりつつある。え

ࡤ UR 㒔ᕷᶵ構は、㏥ཤの原状ᅇ復⩏ົをච㝖し、プ

ラࣥニࣥࢢや施工期間として 3 ࣨ᭶の家㈤を↓ᩱにする

「DIY 住宅」の提供をጞめた。また 2016 年 4 ᭶には、

国土交通省が࢞ドࣈック「DIY ᆺ㈤㈚のすすめ」を

公⾲し、のពྥをᫎした住宅ᨵಟを行うことがで

きる DIY ᆺ㈤㈚ዎ⣙のಁ進をᅗっているὀ１。さらに

DIY はࣥテࣜア㞧㈌の〇సからᑠつᶍな住宅ࣜフ࢛

ー࣒まで⠊ᅖが広がっている現状もあるᩥ１。 

このような DIY のᣑ大の動きと平行して、多ᵝなᘓ築

関連事ᴗ者がቨሬり体㦂会な DIY に関わるᵝࠎな

の事ᴗをᒎ㛤しておトを㛤ദしたり、ᮌ工ᩍᐊなࣥ࣋

り、一⯡のேが DIY に関するሗを入ᡭしたり技術や▱

㆑を学ࡪᶵ会はቑຍしているとゝえるࢁࡔう。また、DIY

というゝⴥには自ᕫ㈐௵というព合いがྵまれるもの

の、特にᑠつᶍな住宅ࣜフ࢛ー࣒まで発ᒎすると⣲ேに

よる適ษな工事が重大な事故をㄏ発するྍ能性がある

ため、DIY に関するṇしい▱㆑や技術を学ࡪことの重要

性はቑしている。また、DIY に関心をᣢࡕ実㊶しようと

したேでさえもసᴗሙ所の☜ಖや工ලの‽備、施工技術

な多くのᏳをᢪえていることが予想され、DIY を適

ษにಁ進するためには、DIY を実㊶するே（以下、DIY

実施者）に対して適ษな支援がồめられる。 

そこで本研究では、DIY の適ษなಁ進、ᬑ及にྥけた

多ᵝな体によるサ࣏ート（以下、サ࣏ートὀ２）のあり

方を᳨ウするため、ᘓ築関連事ᴗ者によるサ࣏ートの実

施状ἣとそのサ࣏ートを⏝する者ὀ３の DIY に対する

ព㆑を明らかにすることを目的とする。 

DIY ಁ㐍ࡓࡅྥᘓ⠏㛵㐃ᴗ者ࢺ࣮࣏ࢧࡿࡼと 
 研究ࡿࡍ㛵の⏝者の意㆑ࢺ࣮࣏ࢧ
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1.2 DIY に関する既往研究 
DIY のᬑ及や定着にྥけ、DIY 実施者に対して技術支

援なを行っている࣍ーࢱࣥࢭ࣒ーを対㇟として、その

ーがᢸうᙺやྍ能性を示した研究としてࢱࣥࢭ࣒ー࣍

ᒣᓮによる研究ᩥ２、୕⸨らの研究ᩥ３がある。また、㏆年

ቑຍしつつあるURや公的㈤㈚㞟合住宅におけるDIYを

対㇟として DIY 実施者のព㆑についてศᯒを行った福

地らᩥ４、⳥ụらᩥ５、Ụ川らᩥ㸴の研究なもある。 
本研究では、技術等のサ࣏ートの提供者として࣍ー࣒

けではなく㏆年ᩘ多く見られるようになったࡔーࢱࣥࢭ

ᘓ築関連事ᴗ者も対㇟としてサ࣏ートの実施状ἣを明ら

かにする点、また、㈤㈚住宅の DIY 実施者に㝈定せࡎ、

サ࣏ートの⏝者を対㇟とする点を特徴とする。 
２㸬 研究のὶࢀと方法 
2.1 ᘓ築関連事ᴗ者によるサ࣏ート 

DIY 関連のࣥ࣋トの㛤ദ、సᴗሙ所や工ලの㈚出な

࣍ートを実施している関すのᘓ築関連事ᴗ者を࣏サ、

ー࣒࣌ージから᳨⣴する。それらの事ᴗ者によるල体的

なサ࣏ートの内ᐜや DIY ಁ進に対するព㆑を明らかに

するために、事ᴗ者に対して⪺き取りㄪᰝを行う。その

⤖ᯝ、13 事ᴗ者が抽出でき、7 事ᴗ者から⪺き取りㄪᰝ

の༠力をᚓることができた。事ᴗ者一ぴを⾲ 1 に示す。

⪺き取りㄪᰝ㡯目は、(1)サ࣏ートの内ᐜ、(2)事ᴗ所の

要事ᴗとサ࣏ートの関係、(3)サ࣏ートで重要どすること

と課題、の 3 点である。 
2.2 サ࣏ートを⏝したேの DIY に対するព㆑ 
⪺き取りㄪᰝへの༠力がᚓられた 7 事ᴗ者に対して、

㛤ദしているサ࣏ートの⏝者への⪺き取りㄪᰝを౫㢗

し、5 事ᴗ者から༠力のᢎㅙをᚓることができた。その

⤖ᯝ、25 ேのサ࣏ートの⏝者に対して、アࣥケートㄪ

ᰝと、3㹼4 ேのࢢループࢱࣥビューを行うことができ

た。ㄪᰝ対㇟者一ぴを⾲ 2 に示す。アࣥケートㄪᰝのㄪ

ᰝ㡯目は、(1)サ࣏ートを受ける๓ᚋの▱㆑と技術力、

(2)DIY を行うにあたって重要どすることやᏳ、(3)住
宅の所有形態や家族構成なのಶேᒓ性、の 3 点であり、

㑅ᢥ式の設問のみとする。ࢢループࢱࣥビューにおい

て、アࣥケート⤖ᯝのに(1)、(2)についてヲ⣽にࢱࣥ

ビューを行う。 
㸱㸬 ࢆࢺ࣮࣏ࢧᐇࡿࡍᘓ⠏㛵㐃ᴗ者の意㆑ 
3.1 サ࣏ートを実施するᘓ築関連事ᴗ者 
⾲ 1 によると、サ࣏ートは、࣍ーࢱࣥࢭ࣒ーࡔけでな

く、施工を要事ᴗとする工ົᗑ、家ලや内ᮦの㈍

を要事ᴗとする事ᴗ者な、ᵝࠎなศ㔝の事ᴗ者が取

り組ࢇでいることがわかる。 

⾲ 1 㻰㻵㼅 のサ䝫ートを⾜䛳ているᘓ⠏関連事業者 

┿ 1 ᘓ⠏関連事業者が実施している 㻰㻵㼅 サ䝫ートのస業場 
 ᕤ務ᗑ 㻯 木ᕤᩍᐊ 㻲 㔠≀ᗑ 㻵 䝩ー䝮䝉ンター㻸 

 
内容 㝶時 ༢発ὀ２ 連続ὀ２ サ䝫ート

開ጞ年月
対象者 調査᪥時

ᕤ務ᗑ㻭 ᘓ⠏施ᕤ 木ᕤ㼃S㻔䜽䝷䝣ト、ᐙලの〇స㻕 䖷 䕿 䖷

ᕤ務ᗑ㻮 ᘓ⠏施ᕤ 木ᕤ㼃S㻔䜽䝷䝣ト、ᐙලの〇స㻕 䖷 䕿 䖷

ᕤ務ᗑ㻯 リ䝣䜷ー䝮施ᕤ 木ᕤ㼃S㻔䜽䝷䝣ト、ᐙලの〇స㻕 䖷 䕿 䕿 2015.4 ௦⾲取⥾ᙺ 2015㻛8㻛3㻔月㻕14㻦00～16：00

ᕤ務ᗑ㻰 リ䝣䜷ー䝮施ᕤ 木ᕤ㼃S㻔䜽䝷䝣ト、ᐙලの〇స㻕 䖷 䕿 䖷 1995.7 ᗑ⯒㈐௵者 2015㻛8㻛28㻔㔠㻕18：00～19：00

内ᮦᗑ㻱 内ᮦ㈍、施ᕤ ቨ⣬㈞り㼃S㻔䜽䝷䝣ト、ቨ⣬㈞り㻕 䖷 䕿 䖷

木ᕤᩍᐊ㻲ὀ１ 木ᮦ㈍ 木ᕤᩍᐊ、木ᕤ㼃S㻔䜽䝷䝣ト、ቨ⣬㈞り㻕 䖷 䕿 䕿 2015.1 総括㈐௵者 2015㻛7㻛30㻔木㻕13㻦00～17：00

木ᕤᩍᐊ㻳ὀ１ 木ᮦ㈍ 木ᕤᩍᐊ、木ᕤ㼃S㻔䜽䝷䝣ト、ቨ⣬㈞り㻕 䖷 䕿 䕿 2015.5 ௦⾲取⥾ᙺ 2015㻛8㻛5㻔Ỉ㻕14㻦00～15：00

タ計事務所㻴 ᘓ⠏タ計 木ᕤ㼃S㻔住宅の修⧋、ᨵ修㻕 䖷 䕿 䕿

㔠≀ᗑ㻵 㔠≀㈍ 木ᕤ、⁐᥋㼃S㻔䜽䝷䝣ト、ᐙලの〇స、ቨሬり㻕 䖷 䕿 䕿 2014.4 ⤒営企画ᐊ 2015㻛8㻛27㻔木㻕15：00～18：00

ᐙලᗑ㻶 ᐙල㈍ ቨሬり㼃S 䖷 䕿 䖷 2011 ௦⾲取⥾ᙺ 2015㻛12㻛2㻔Ỉ㻕15：30～17：00

䝩ー䝮䝉ンター㻷 ᪥⏝㞧㈌、住宅関連の㈍ స業場、ᕤලの提供 䕿 䖷 䖷

䝩ー䝮䝉ンター㻸 ᪥⏝㞧㈌、住宅関連の㈍ స業場、ᕤලの提供 䕿 䖷 䖷 ᫂ 䝣䝻ア㛗 2016㻛1㻛6㻔Ỉ㻕14㻦00～15：00

䝩ー䝮䝉ンター㻹 ᪥⏝㞧㈌、住宅関連の㈍ స業場、ᕤලの提供 䕿 䖷 䖷

ὀ１㻕木ᮦ㈍が要事業で䛒る企業のグ䝹ー䝥会社の୍䛴として木ᕤᩍᐊを㐠営している

ὀ２）「༢発」とは1ᅇで完結するイベントを指し、「連続」とは」数ᅇの企画に連続してཧ加する䛣とを๓提にし䛯イベントを指す。

事業者 要事業

㻰㻵㼅サ䝫ートの内容 ⪺き取り調査概要
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3.2 サ࣏ート内ᐜと目的 
 実施しているサ࣏ート内

ᐜとその目的を⾲ 3 に、サ

ートの࣏ートの✀㢮とサ࣏

ㅮᖌやᢸいᡭを⾲ 4 にまと

める。サ࣏ート内ᐜ（⾲ 3）
のศ㢮はཧ⪃ᩥ⊩１をཧ⪃

に DIY の難᫆度㡰にస成

し、㞧㈌のไసという比㍑

的ᐜ᫆な内ᐜから難᫆度の

高い内❆の取りけまでに

ศ㢮している。また、提供

するサ࣏ート（⾲ 4）は、

トやᩍᐊ、సᴗሙ所ࣥ࣋

の㈚出なのサ࣏ートを通

じて提供しているサービス

を 9 㡯目にศ㢮するὀ４。 
2 ᮌ工ᩍᐊでは、会ဨを

対㇟としたサ࣏ートおよび

連⥆コースを中心としたサ

ートを実施している。こ࣏

れは、ᮌ工ᩍᐊ以外の事ᴗ

者の多くは「もの࡙くりへ

の興のきっかけ࡙くり」

な動ᶵけが目的になっ

ているのに対して、ᮌᮦ㈍

が要事ᴗの事ᴗ所が実

施する 2 ᮌ工ᩍᐊは、いࡎ

れも「ᮌᮦへのṇᙜな౯್

ほやホ౯」を目的のࡦとつ

としてᥖࡆており、ᮌᮦに

ついての学⩦や⌮ゎを目的

としているため、༢発࣋

ࣥトよりも連⥆した⏬が

適しているためと⪃えられ

る。また、2 ᮌ工ᩍᐊのサ

ート内ᐜは、「㞧㈌」と「家࣏

ල」に特化しており、住宅

本体への DIY サ࣏ートは

行っていない。7 事ᴗ者に

よる住宅本体への DIY サ

、ートは、ቨの㈞り替え࣏

ሬり替えや㐀りけのᲴの

⾲ 2 調査対象の 㻰㻵㼅 サ䝫ートと利⏝者 

 
ᛶู 年௦ 職業

住宅

形態

所᭷

形態

ཎ≧ᅇ復

⩏務
ὀ１

㻭 ዪ 50௦ ↓職㻛㏥職者 ඹ同 ᣢ䛱ᐙ 䖷 ୰⣭

㻮 ዪ 40௦ ᑓ㛛㻛ᢏ⾡職 ඹ同 ᣢ䛱ᐙ 䖷 ึ⣭

㻯 ዪ 30௦ ᑓ㛛㻛ᢏ⾡職 ඹ同 ᣢ䛱ᐙ 䖷 ୰⣭

㻰 ዪ 30௦ ᑓ㛛㻛ᢏ⾡職 戸ᘓて ᣢ䛱ᐙ 䖷 ୰⣭

㻱 ዪ 30௦ 自⏤業 戸ᘓて ᣢ䛱ᐙ 䖷 上⣭

㻲 ዪ 40௦ ᑓ業፬ ඹ同 ᣢ䛱ᐙ 䖷 ୰⣭

㻳 ⏨ 40௦ 自営業 ඹ同 ㈤㈚ 䖷 ึ⣭

㻴 ዪ 20௦ ᑓ業፬ ඹ同 ㈤㈚ 䕿 ୰⣭

㻵 ዪ 50௦ ᑓ業፬ 戸ᘓて ᣢ䛱ᐙ 䖷 ୰⣭

㻶 ዪ 60௦ ᑓ業፬ 戸ᘓて ᣢ䛱ᐙ 䖷 上⣭

㻷 ዪ 40௦ ᑓ業፬ 戸ᘓて ᣢ䛱ᐙ 䖷 ୰⣭

㻸 ዪ 30௦ ᑓ業፬ 㛗ᒇ ㈤㈚ 䕿 上⣭

㻹 ⏨ 60௦ ↓職㻛㏥職者 戸ᘓて ᣢ䛱ᐙ 䖷 上⣭

N ⏨ 60௦ ↓職㻛㏥職者 戸ᘓて ᣢ䛱ᐙ 䖷 上⣭

O ዪ 50௦ 公務員 ඹ同 ᣢ䛱ᐙ 䖷 ୰⣭

P ዪ 30௦ 事務職 戸ᘓて ᣢ䛱ᐙ 䖷 ୰⣭

㻽 ⏨ 30௦ ᑓ㛛㻛ᢏ⾡職 ඹ同 ㈤㈚ 㻙 ୰⣭

㻾 ዪ 30௦ ᑓ㛛㻛ᢏ⾡職 ඹ同 ㈤㈚ 㻙 ึ⣭

S ዪ 40௦ 自営業 ඹ同 ᣢ䛱ᐙ 䖷 上⣭

㼀 ዪ 30௦ ᑓ㛛㻛ᢏ⾡職 ඹ同 ㈤㈚ 䕿 ୰⣭

㼁 ⏨ 30௦ ᑓ㛛㻛ᢏ⾡職 ඹ同 ㈤㈚ 䕿 ୰⣭

㼍 ዪ 20௦ Ꮫ生 ඹ同 ㈤㈚ 䕿 上⣭

㼎 ⏨ 30௦ ᑓ㛛㻛ᢏ⾡職 ඹ同 ㈤㈚ 䕿 ୰⣭

㼏 ⏨ 40௦ ᑓ㛛㻛ᢏ⾡職 ඹ同 ㈤㈚ 㻙 上⣭

㼐 ⏨ 40௦ 大Ꮫᩍ員 戸ᘓて ᣢ䛱ᐙ 䖷 上⣭

ὀ1㻕本人のㄆ㆑に䜘る。「䕿」：ཎ≧ᅇ復⩏務᭷り䚷「㽢」：ཎ≧ᅇ復⩏務↓し䚷「㻙」：᫂

ὀ2㻕ึ⣭䈈⡆᫆ⓗ䛺ᕤල⏝䚷୰⣭䈈㟁動䝗䝷イバー等のᕤල⏝䚷上⣭䈈大ᆺ㟁動ᕤල⏝

2015.12.2
3㻔Ỉ㻕

2015.12.2

7㻔᪥㻕

木

ᕤ

ᩍ
ᐊ

㻲

木

ᕤ

ᩍ
ᐊ

ᐙ

ල
ᗑ

㻶

ቨ
ሬ

り

調査᪥

2015.11.1

7㻔ⅆ㻕

2015.11.2

5㻔Ỉ㻕

2015.12.1

0㻔木㻕

2015.12.1
2㻔土㻕

2015.12.1
9㻔土㻕

・ᗑ⯒㉎入し䛯ᮦᩱで〇

స、加ᕤ

・㟁動䝗䝷イバー、᪕┙等
・営業時㛫内の自⏤利⏝

内容

住宅

ᢏ⾡力
ὀ２

ᕤ
務

ᗑ

㻯

イ

ベ

ン
ト

木
ᕤ

㼃
S

ᕤ

務

ᗑ
㻰

・䜻䝑䝏ン䝷䝑䜽〇స

・㟁動䝗䝷イバー
・༢発

・䝷䝎ー䝅䜵䝹䝣〇స

・㟁動䝗䝷イバー、木ᵔ、㗬
・༢発

・ྛ自の自⏤〇స
（ᑠ≀からテー䝤䝹䜎でከ

ᵝ）

・㟁動䝗䝷イバー、㗬、㕹、
㗬、᪕┙等

・3ᅇ䜒しくは9ᅇの連続

コース

・特定ሬᩱを䛳䛯ቨሬり

体㦂

・ๅẟ
・༢発

䝩
呎

䝮

䝉

ン
タ
呎

㻸
స業場

所利⏝

事業者

ᅇ⟅者ᒓᛶ

⾲ 3 ᘓ⠏関連事業者が実施しているサ䝫ート内容 

 㞧㈌

㞧
㈌
・
ᑠ
≀
の
制
స

ᐙ
ල
の
リ
䝯
イ
䜽

㞀
Ꮚ
・
䜅
す
䜎
の

㈞
᭰
䛘

ᐙ
ල
の
制
స

ቨ
の
㈞
り
᭰
䛘
・

ሬ
᭰
䛘

䝣
䝻
呎

リ
ン
グ
の

㈞
᭰
䛘

㐀
り

䛡
の
Ჴ
・


⣡
の
追
加

Ὑ
㠃
ჾ
の

取
り

䛘

䜴

吚
䝗
デ

吚
䜻
の
〇
స

内
❆
の
取
り

䛡

ᕤ務ᗑ㻯

信㢗関係のᵓ⠏
住みᡭのᐙへの興のき䛳か䛡づくり
㻰㻵㼅 と䝥䝻施ᕤの⢭度ᕪへの⌮ゎ
ዪᛶの活㌍の場の提供
地域交流の場の提供

ሬ䜔ᕥᐁ体㦂のᩍᐊ䜔、Ჴの〇స
䛺䛹୍⯡向䛡の䝽ー䜽䝅䝵䝑䝥を㐌に1
ᅇ程度開催する。ཎ๎として༢発コー
スで䛒る。

ۑ � � ۑ ۑ � ۑ � � �

ᕤ務ᗑ㻰
信㢗関係のᵓ⠏
インテリアへの興のき䛳か䛡づくり
ᘓ⠏ᢏ⾡に対するṇᙜ䛺ホ౯

月に数ᅇ、୍⯡向䛡の༢発の䝽ー䜽
䝅䝵䝑䝥を開催する。

ۑ � � ۑ � � � � � �

木ᕤᩍᐊ㻲
「木」を䛳䛯䜒のづくりの定╔
ᅜ⏘の木ᮦへのṇᙜ䛺౯್ほ䜔ホ౯
ᯘ業へのṇᙜ䛺ホ౯

୍⯡向䛡の、木ᕤ䜻䝑トを䛳䛯〇స
（༢発コース）から、会員向䛡のᑓ㛛
ⓗ䛺ᢏ⾡⩦ᚓを目ⓗとし䛯連続コース
䜎で6コース䛒る。

ۑ ۑ � ۑ � � � � � �

木ᕤᩍᐊ㻳
「木」を䛳䛯䜒のづくりの定╔
木ᮦへのṇᙜ䛺౯್ほ䜔ホ౯
木ᕤ〇ရのᢏ⾡力に対するṇᙜ䛺ホ౯

୍⯡向䛡の䝽ー䜽䝅䝵䝑䝥（༢発コー
ス）から、会員向䛡の自⏤に〇సする
連続コース䜎で6コース䛒る。

ۑ ۑ � ۑ � � � � � �

㔠≀ᗑ㻵
䜒のづくりᩥの定╔
体㦂の場の提供

㞧㈌の〇సから木ᕤ、⁐᥋、䜺ーデニ
ング䛺䛹、䜋䜌ẖ᪥、༢発の䝽ー䜽
䝅䝵䝑䝥を開催する。

ۑ � � ۑ ۑ � � � � �

ᐙලᗑ㻶
インテリアへの興のき䛳か䛡づくり
特定のሬᩱの㈍๓ㅮ⩦

月に1ᅇ、୍⯡向䛡のቨሬの䝽ー䜽
䝅䝵䝑䝥を開催する。

� � � � ۑ � � � � �

䝩ー䝮䝉ンター㻸 䜒のづくりへの興のき䛳か䛡づくり

ᗑ⯒で㉎入し䛯ၟရの加ᕤ（ᕤල㈚
出↓ᩱ）ができるస業場所をᗑ内にタ
置している。୍⯡向䛡にᕤල㈚出（᭷
ᩱ）䜒䛒る。

ซ 䕿：サ䝫ートでᢅ䛖స業内容䚷㽢：サ䝫ートでᢅわ䛺いస業内容

実施している
サ䝫ート内容

事業者
サ䝫ート実施の目ⓗ

（㻰㻵㼅イベント䛺䛹の開催目ⓗ
స業場所䛺䛹の提供目ⓗ）

・㻰㻵㼅స業場所の提供とᕤලの㈚出
・㻰㻵㼅ア䝗バイザーに䜘るຓゝ

ᐙල・ᘓල 住宅

⾲ 4 サ䝫ートの✀㢮とサ䝫ートのㅮᖌ䜔ᢸいᡭ 

 స
ရ
の
情
報
提
供

デ
ザ
イ
ン
の
情
報
提
供

ᮦ
ᩱ
の
情
報
提
供

ᕤ
ල
の
指
導

施
ᕤ
᪉
法
の
指
導

స
業
場
所
の
提
供

保
⟶
場
所
の
提
供

相
談

ᕤ
ල
の
㈚
出
し

ᕤ務ᗑ㻯 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 㽢 䕿 䕿 社員 （職人3人、䝥䝷ン䝘ー6人）

ᕤ務ᗑ㻰 䕿 㽢 䕿 䕿 䕿 㽢 㽢 䕿 㽢 社እの大ᕤ、䜽リエイター䛺䛹

木ᕤᩍᐊ㻲 䕿 㽢 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
社員 （職業⬟力開発ᰯの木ᕤ⛉を༞業し䛯ㅮᖌ䜔、
木ᕤ⛉の指導員⤒㦂者䚷䛺䛹）

職⬟に䜘り、住宅は対象እ

木ᕤᩍᐊ㻳 䕿 㽢 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 社員 （ᢏ⾡⣔のᑓ㛛Ꮫᰯを༞業し䛯ㅮᖌ䚷䛺䛹） 職⬟に䜘り、住宅は対象እ

㔠≀ᗑ㻵 䕿 㽢 䕿 䕿 䕿 䕿 㽢 䕿 䕿
ᗑ員、社እの䜽リエイター （開催ྜは、ᗑ員：社እ
ㅮᖌ䠙１：２）

ᗑ員はᕤල䝯ー䜹ーのㅮ⩦を受ㅮ

ᐙලᗑ㻶 㽢 㽢 䕿 㽢 䕿 㽢 㽢 䕿 䕿 社員
ᘓ⠏士の資᱁を᭷する䛯䜑、住宅に
関する相談がྍ⬟

䝩ー䝮䝉ンター㻸 㽢 㽢 䕿 䕿 䕿 䕿 㽢 䕿 䕿 ᗑ員
ᗑ員３名が㻰㻵㼅ア䝗バイザーの資᱁
を᭷する

ซ 䕿：サ䝫ートで提供している䚷㽢：サ䝫ートで提供してい䛺い

ㅮᖌらのᢏ⾡力事業者

提供するサ䝫ート

サ䝫ートのㅮᖌ、ᢸいᡭ
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ไసにとまり、フローࣜࣥࢢの㈞り替えや࢘ッドࢹッ

キの〇స等は行われていない。 
提供するサ࣏ートとして、ᮦᩱのሗ提供、施工方ἲ

のሗ提供、┦ㄯはすべての事ᴗ者が提供しているとし

ている一方、ࣥࢨࢹのሗは工ົᗑ C のみが提供して

いる。సရや工ලの一定期間以上のಖ⟶ሙ所は 2 ᮌ工ᩍ

ᐊのみが提供しているが、これは会ဨྥけのサービスで

ある。 
サ࣏ート実施の目的については、DIY の体㦂を通して

「興のきっかけ࡙くり」もしくは「ၟရに対するṇᙜ

な౯್ほをᣢつこと」につながることを期ᚅしているこ

とは 7 事ᴗ者に共通しており、さらに一部の事ᴗ者は受

ὀやၟရの㉎入につながることも期ᚅしている。 
 サ࣏ートのㅮᖌやᢸいᡭを見ると（⾲ 4）、社外の大工

やク࢚ࣜーࢱーをᣍいているのは、工ົᗑ D と㔠≀ᗑ I
である。いࡎれも༢発のワークࣙࢩップである。༢発の

ワークࣙࢩップであっても、定期的にᵝࠎな内ᐜのワー

クࣙࢩップが㛤ദされ、特定の技術や▱㆑⩦ᚓに特化し

ないことは、サ࣏ートの⏝者にとっては DIY の関心を

広ࡆるよいᶵ会であると⪃えられる。一方で、༢発かつ

社外のㅮᖌであれࡤ、ಙ㢗関係を築きẼᴦに DIY の┦ㄯ

をするような関係になりにくいྍ能性がある。また、2
ᮌ工ᩍᐊは、ᮌ工のᑓ㛛的な技術を有する社ဨがㅮᖌを

ົめているが、その⫋能により、住宅に関わるサ࣏ート

は対㇟外となる。一方で、家ලᗑ J では、要事ᴗは家

ලやࣥテࣜア⏝ရの㈍であるが、ቨሬりワークࣙࢩ

ップを㛤ദし、社ဨがᘓ築士の㈨᱁を有することから住

宅に関する┦ㄯにも対応できる。工ົᗑ C では、⫋ேと

プラࣥࢼーがワークࣙࢩップをᢸᙜし、ワークࣙࢩップ

も㞧㈌の〇సから㐀りけのᲴの〇సやᕥ官体㦂なᖜ

広く㛤ദしている。このようなᖜ広い DIY サ࣏ートは、

⏝者の関心事の⠊ᅖを広ࡆうるዲと⪃えられる。 
3.3 サ࣏ート実施の㝿に重要どしていること 
サ࣏ート実施の㝿に重要どしていることについては、

以下の 3 ✀㢮に㞟⣙される。 
(1) ၟရ(ᮌᮦ)の౯್を⌮ゎすること 
ᯘᴗの現状とᮌᮦの等⣭や✀㢮について⌮ゎしてもら

うと同に、ᮌ工でわれている技術力の高さを⌮ゎし

てもらうことで、DIY サ࣏ートの⏝者に対しᮌ工ရに

対してṇᙜな౯್ほをᣢってもらいたいと⪃えている。

2 ᮌ工ᩍᐊがヱᙜする。 
(2) 交ὶによりಙ㢗関係を構築すること 
指ᑟ者(社ဨ)とサ࣏ートの⏝者の交ὶにより事ᴗ者

としてಙ㢗関係を築くことで事につなࡆる、またはサ

ートの⏝者同士の交ὶによって地域交ὶのሙとして࣏

活性化ὀ５していくことを⪃えている。工ົᗑ C、ᮌ工ᩍ

ᐊ F、家ලᗑ M、࣍ーࢱࣥࢭ࣒ーJ がヱᙜする。 
(3) Ᏻな工ලのい方を⩦ᚓすること 
ᚋ DIY が広まるにつれ、一⯡のேもᴗົ⏝の工ලを

うᶵ会がቑえると⪃えられるが、これらの工ලはᡃ

や大きな事故に⧅がるᜍれがあるため、Ᏻな工ලの

い方を広めなけれࡤならないと⪃えている。工ົᗑ D、

㔠≀ᗑ L がヱᙜする。 
以上のように事ᴗ者の立ሙによって重要どすることは

異なっている。 
3.4 ᘓ築関連事ᴗ者からみたサ࣏ートの課題 

DIY ಁ進のためのサ࣏ートにおける課題を、⾲ 5 にま

とめる。技術レ࣋ルがᵝࠎであるཧຍ者のニーࢬ、サ࣏

ートの目的、サ࣏ート内ᐜの合⮴なが課題としてᣲࡆ

られている。また、࣍ーࢱࣥࢭ࣒ーL からは、సᴗ内ᐜ

によって㈨᱁が必要であることを DIY 実施者が▱らな

いことへの༴が指摘されており、この点については、

適ษな DIY ಁ進のためにはṇしい▱㆑の⋓ᚓがḞかせ

ないことをける指摘といえる。 
㸲. DIY ⏝者のࢺ࣮࣏ࢧ DIY  意㆑ࡿࡍᑐ
4.1 DIY サ࣏ート⏝者のᒓ性 
 ⾲ 2 のサ࣏ートの⏝者ᒓ性をみると、ᮌ工ᩍᐊやワ

ークࣙࢩップは 21 ྡ中ዪ性が 16 ྡ（76.2㸣）を༨め

る一方、࣍ーࢱࣥࢭ࣒ーのసᴗሙ所は 4 ྡ中ዪ性は 1 ྡ
のみであることがわかる。事ᴗ者への⪺き取りㄪᰝから

も、ࣥ࣋トへのཧຍはዪ性が多く、సᴗሙ所の⏝は

⏨性が多いഴྥがある。 
4.2 DIY サ࣏ート⏝者の▱㆑とసᴗ実施能力 

DIY サ࣏ートを⏝したேの DIY に関する▱㆑の

ሗ※の✀㢮、そしてᘓ築関連事ᴗ者によるサ࣏ートの

⏝๓ᚋの DIY 実施者の▱㆑と能力を明らかにすること

⾲ 5 ᘓ⠏関連事業者からみ䛯サ䝫ートのㄢ㢟 

事業者 ㄢ㢟の内容 ศ㢮

㻰㻵㼅実施に興をᣢ䛳て䜒ら䛖䛯䜑の䝽ー䜽
䝅䝵䝑䝥の内容

サ䝫ート内容

ከᵝ䛺人を䜃ᐤ䛫る⾡をᶍ⣴୰ ᗈ報
㼃Sのཧ加者のᢏ⾡䝺ベ䝹にྜわ䛫䛯㼃Sの
提案と指導᪉法

サ䝫ート内容

ᗑ⯒のಶᛶのᗈ࿌᪉法と㞟ᐈ᪉法 ᗈ報
᪥本全ᅜでᆒ୍䛺質の㼃S䜔指導を実施す
る᪉法のᶍ⣴

サ䝫ート内容

木ᕤᩍᐊの生ᚐを㞟䜑るⅭの౯᱁タ定と㐠
営㈝の☜保

㐠営

木ᕤᩍᐊ 㻳 木ᮦのṇᙜ䛺౯್ほをఏ䛘る᪉法のᶍ⣴ サ䝫ート内容

㔠≀ᗑ 䠥
㻰㻵㼅実施者が᭦に୍䛴上のస業にᣮᡓする
Ⅽのサ䝫ートのᶍ⣴

サ䝫ート内容

ᐙලᗑ䚷䠦
࿌▱の᪉はᝎ䜐が、↓⌮に㞟䜑る䜒ので
は䛺い

ᗈ報

䝩ー䝮䝉ンター 㻸
資᱁をᣢ䛯䛺い人が㻰㻵㼅でできるస業⠊ᅖ
に䛴いて▱㆑が㊊している

㻰㻵㼅実施者のㄢ㢟

ᕤ務ᗑ 㻯

ᕤ務ᗑ 㻰

木ᕤᩍᐊ 㻲
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で、ᘓ築関連事ᴗ者によるサ࣏ートの、DIY サ࣏ートの

⏝者にとっての効ᯝを⪃ᐹする。 
 DIY サ࣏ートの⏝者の DIY に関するሗ※をᅗ 1
に示す。体的に Web サトからのሗを多く、⥆いて、

家族・ேや WS・ᩍᐊという「ே」を介したሗ㞟

も多いことがわかる。たࡔし、࣍ーࢱࣥࢭ࣒ーのసᴗሙ

所を⏝したேは、Web サトと᭩⡠のみであった。 
⥆いて、ཧ⪃ᩥ⊩１をཧ⪃にした DIY の難᫆度㡰のస

ᴗ内ᐜについて「DIY で施工ྍ能なసᴗ内ᐜࡔと▱って

いる」という状態を「▱㆑あり」、「実㝿に自ศで施工が

できる」という状態を「సᴗ実施能力あり」とし、サ࣏

ートの⏝๓ᚋの▱㆑や能力のኚ化をたࡡࡎた。その⤖

ᯝをᅗ 2 に示す。▱㆑はあるが、సᴗ実施能力までは⮳

らないసᴗ内ᐜが多いこと、サ࣏ートを通して▱㆑やస

ᴗ実施能力が体的にቑຍしていることがわかる。࢘ッ

ドࢹッキの〇సや内❆の取りけ等サ࣏ートの内ᐜやస

ᴗሙ所での助ゝに関係しないసᴗ内ᐜにおいて▱㆑やస

ᴗ実施能力がቑຍしているが、これはの⏝者との

ሗ交やࣥ࣋ト等での指ᑟやㄝ明なから、自ಙをつ

けているྍ能性がある。一方で、⤥㓄Ỉ⟶の᥋⥆を伴う

Ὑ㠃ჾの取替え、Ỉ平の☜ಖがồめられるフローࣜࣥࢢ

の㈞り替えや࢘ッドࢹッキの〇సについてはసᴗ実施能

力があるேはとࢇいなかった。 

ḟに、サ࣏ート⏝๓の技術力のレ࣋ルやཧຍした

トの✀㢮ูにみた、᪂たに⋓ᚓした▱㆑やసᴗ実施ࣥ࣋

能力を⾲ 6 に示す。サ࣏ート⏝๓の技術力が中⣭のே

はサ࣏ート⏝によって▱㆑をᚓたேが多いが、上⣭の

ேはసᴗ実施能力をᚓたேが多い。これは、上⣭のேは

ᇶ♏的なసᴗ実施能力が備わっており、わࡎかなሗで

もసᴗ内ᐜや工程を࣓ージしやすいためと⪃えられる。

一方、ึ⣭者はサ࣏ート⏝によって᪂たにᚓた▱㆑や

సᴗ実施能力はわࡎかである。これは、事ᴗ者からみた

サ࣏ートの課題（3.4）でも指摘された、技術レ࣋ルがᵝࠎ

であるཧຍ者のニーࢬに対応したワークࣙࢩップの難し

さとも関連していると⪃えられる。また、ࣥ࣋トの✀

㢮ูにみると、ᮌ工ᩍᐊにཧຍしたேは多くの▱㆑やస

ᴗ実施能力をᚓていることがわかる。これはᮌ工ᩍᐊが

連⥆したㅮᗙであることが要ᅉとして⪃えられる。 

⾲ 6 サ䝫ート利⏝に䜘る「▱㆑」䜔「స業実施⬟力」の⋓ᚓ 

 
サ䝫ート利⏝๓の

ᢏ⾡力
ཧ加し䛯

イベントの✀㢮
サ䝫ート利⏝๓の

ᢏ⾡力
ཧ加し䛯

イベントの✀㢮

ึ⣭ ୰⣭ 上⣭
木ᕤ
㼃S

木ᕤ
ᩍᐊ

ቨሬり
㼃S

ึ⣭ ୰⣭ 上⣭
木ᕤ
㼃S

木ᕤ
ᩍᐊ

ቨሬり
㼃S

3人 12人 6人 9人 7人 5人 3人 12人 6人 9人 7人 5人

㞧㈌ 㞧㈌・ᑠ≀の制స 1 1 1 1 2 0 3 3 0 3 3 1 5 0 6 6

ᐙලのリ䝯イ䜽 0 4 0 2 1 1 4 0 2 2 1 3 0 4

㞀Ꮚ・䜅す䜎の㈞᭰䛘 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1

ᐙලの制స 1 2 1 2 2 0 4 1 4 4 2 7 0 9

ቨの㈞᭰䛘・ሬ᭰䛘 0 1 0 0 0 1 1 0 2 2 0 1 3 4

䝣䝻ーリングの㈞᭰䛘 1 3 0 2 1 1 4 0 0 1 1 0 0 1

㐀䛡のᲴ・⣡の追加 0 0 1 0 1 0 1 0 1 2 0 3 0 3

Ὑ㠃ჾの取り䛘 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

䜴䝑䝗デ䝑䜻の〇స 0 1 1 0 2 0 2 0 0 1 1 0 0 1

内❆の取り䛡 0 1 1 1 1 0 2 0 0 2 1 1 0 2

3 14 5 8 11 3 1 12 18 7 21 3

༢発 連続 ༢発 ༢発 連続 ༢発

21人

14

11

31

サ䝫ート利⏝に䜘䛳て「స業実施⬟力」をᚓ䛯స業サ䝫ート利⏝に䜘䛳て「▱㆑」をᚓ䛯స業

ྜ計[ᘏ䜉人数] 22

備⪃

ྜ計[人]

21人

ᐙල・
ᘓල

8

住宅 11

ྜ計[人]

0 5 10 15 20 25

内❆の取りけ

ッキの〇సࢹッド࢘

Ὑ㠃ჾの取りえ

㐀けのᲴ・⣡の㏣ຍ

フローࣜࣥࢢの㈞替え

ቨのᙇ・ሬ替え

家ලのไస

㞀子・ࡩすまの㈞替え

家ලの࣓ࣜク

㞧㈌・ᑠ≀のไస

ᅇ⟅ᩘ�ே�

䕕 サ䝫ートの利⏝๓

䕔 サ䝫ートの利⏝ᚋ

㞧㈌・ᑠ≀のไస

ᐙලの࣓ࣜࢡ

㞀Ꮚ・〼の㈞᭰࠼

ᐙලのไస

ቨの㈞᭰࠼・ሬ᭰࠼

࠼᭰㈞のࢢ࣮ࣥࣜࣟࣇ

㐀ࡾࡅのᲴ・⣡

Ὑ㠃ჾのྲྀࡾ࠼

の〇స࢟ࢵࢹࢻࢵ࢘

ෆ❆のྲྀࡾࡅ

25 20 15 10 5 0 0         5        10      15     20 25

ᅇ⟅ᩘ�ே�

▱㆑が䛒る人 స業実施⬟力が䛒る人

ᅗ2 サ䝫ート利⏝๓ᚋの㻰㻵㼅に関する▱㆑の᭷↓とస業実施⬟力 㻔N㻩25㻕ᅗ 1 サ䝫ートの利⏝者が⏝する情報源 
㻔N㻩25㻕 

0 5 10 15 20 25

㼃㼑㼎サイト

㼀V␒組

᭩⡠

㼃S・ᩍᐊ

ᐙ᪘・人

䛭の

ᅇ⟅数�人�

ᩍᐊ、イベントཧ加 స業場所利⏝
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4.3 ⏝目的と DIY 実施の㝿に重要どするもの 
サ࣏ートを⏝する目的と DIY 実施の㝿に重要どす

ることを比㍑することで、サ࣏ートの⏝者がサ࣏ート

にồめるニーࢬについて⪃ᐹする。サ࣏ートを⏝する

目的と DIY 実施の㝿に重要どすることὀ４の比㍑をᅗ 3
に示す。ᅗ 3 によると、「సရのሗ提供」以外の㡯目

は、DIY を実施する㝿に重要どするが、サ࣏ートの⏝

目的にはなっていない。つまり、サ࣏ートの⏝者は、

DIY を実施するにあたって┦ㄯあるいはࣥࢨࢹ、ᮦᩱ

のሗを重要どしているが、DIY ー࣏のサトなࣥ࣋

トがそれらを⋓ᚓすることができるとは必ࡎしもㄆ㆑し

ていないことがㄞみ取れ、DIY 実施者のニーࢬとサ࣏ー

トが一⮴していないྍ能性がある。 
3.2 で㏙べた事ᴗ者が提供しているサ࣏ートと比㍑す

ると、事ᴗ者が提供しているとㄆ㆑し、かつ⏝者は

DIY を実施する㝿に重要ࡔとᛮっている┦ㄯ┦ᡭやᮦ

ᩱのሗは、サ࣏ートの⏝目的にはなっていないこと

ら、提供ഃと⏝ഃのサ࣏ートに対するㄆ㆑にࡎれがあ

ることがわかる。 

4.4 関心のあるసᴗ内ᐜ 
現住宅の原状ᅇ復⩏ົの有↓ูにみたサ࣏ート⏝者

の関心のあるసᴗ内ᐜをᅗ 4 に示す。原状ᅇ復⩏ົのあ

る住宅に住ࡴサ࣏ートの⏝者も、住宅のಟ⧋・ᨵಟに

関わるసᴗ内ᐜに関心をᣢっていることがわかる。 
ᒓ性ูにみた DIY のసᴗ内ᐜに対する関心とసᴗ実

施能力の有↓を⾲ 7 に示す。DIY にはసᴗ内ᐜの難᫆度

によってレ࣋ルがあるものの、ㄪᰝ対㇟がᮌ工ᩍᐊやቨ

ሬり WS のཧຍ者であったこともあり、㞧㈌、家ල、ቨ

のሬ替えに対する関心およびసᴗ実施能力が高くなって

いる。また、関心があるもののసᴗ実施能力がないẁ㝵

（ẁ㝵 2）が、フローࣜࣥࢢの㈞替えでは 32.0㸣、ቨの

㈞替え・ሬ替えでは 28.0㸣な、住宅体で 24.7㸣あり、

関心はあるが、సᴗ実施能力を⩦ᚓするまで⮳っていな

いேが一定ᩘあることがわかる。 
4.5 DIY に対するᏳ 

DIY に対するᏳを⾲ 8 に示す。༢発のᮌ工 WS ཧຍ

者からは、㞧㈌、家ල・ᘓලの〇సにおいて、工ලの

い方、ᮦᩱや施工方ἲの▱㆑㊊な多くのᏳがᣲࡆ

� � �� �� �� ��

ᕤලの㈚ฟࡋ

┦ㄯ

ಖ⟶ሙᡤのᥦ౪

సᴗሙᡤのᥦ౪

ᕤ方法のᣦᑟ

ᕤලのᣦᑟ

ᮦᩱの報ᥦ౪

の報ᥦ౪ࣥࢨࢹ

సရの報ᥦ౪

ᅇ⟅ᩘ�ே�

⏝目的 㔜せどࡶࡿࡍの

ᅗ3 サ䝫ートの利⏝目ⓗと㔜要どする䜒の

（N㻩25）

ᅗ 4 現住宅のཎ≧ᅇ復⩏務の᭷↓ูにみ䛯関ᚰの䛒るస業内容㻔N㻩25㻕

 
0 5 10 15 20 25

㞧㈌・ᑠ≀の制స

ᐙලのリ䝯イ䜽

㞀Ꮚ・䜅す䜎の㈞᭰䛘

ᐙලの制స

ቨの㈞᭰䛘・ሬ᭰䛘

䝣䝻ーリングの㈞᭰䛘

㐀䛡のᲴ・⣡の追加

Ὑ㠃ჾの取り䛘

䜴䝑䝗デ䝑䜻の〇స

内❆の取り䛡

㞧 ㈌
ᐙ

ල
・
ᘓ

ල
住

宅

ᅇ⟅数㻔人㻕

᭷り ↓し ᫂

⾲ 7 関ᚰの䛒るస業内容とస業実施⬟力 

 
ዪ

㻴 㻸 㼀 㼍 㼁 㼎 㻳 㻭 㻮 㻯 㻰 㻱 㻲 㻵 㻶 㻷 O P S 㻹 N 㼐 㻾 㻽 㼏 ẁ㝵1 ẁ㝵2 ẁ㝵3
㞧㈌ 㞧㈌・ᑠ≀の制స 36.0 12.0 52.0

ᐙලのリ䝯イ䜽 64.0 16.0 20.0
㞀Ꮚ・䜅す䜎の㈞᭰䛘 76.0 8.0 16.0
ᐙලの制స 56.0 4.0 40.0
ቨの㈞᭰䛘・ሬ᭰䛘 40.0 28.0 32.0
䝣䝻ーリングの㈞᭰䛘 64.0 32.0 4.0
㐀䛡のᲴ・⣡の追加 64.0 20.0 16.0
Ὑ㠃ჾの取り䛘 76.0 24.0 0.0
䜴䝑䝗デ䝑䜻の〇స 76.0 20.0 4.0
内❆の取り䛡 68.0 24.0 8.0

・・・ẁ㝵１䚷関ᚰが䛺い

・・・ẁ㝵2䚷関ᚰは䛒るがస業実施⬟力は↓い

・・・ẁ㝵3䚷関ᚰが䛒りస業実施⬟力䜒䛒る

住宅

ྜ㻔䠂㻕㈤㈚ ᣢ䛱ᐙ ㈤㈚
ዪ ⏨ ዪ ⏨ ⏨

内容

ཎ≧ᅇ復⩏務᭷り ཎ≧ᅇ復⩏務↓し ᫂

ᐙල・
ᘓල
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られたが、連⥆ᅇのᮌ工ᩍᐊではとࢇ⪺かれなかっ

た。ㅮᖌとの関係や連⥆した学⩦により、Ᏻがῶᑡし

ていると⪃えられる。一方で、ࣥࢨࢹの▱㆑㊊はᮌ

工ᩍᐊࡔけでなくቨሬりWSやసᴗሙ所⏝でもᏳと

してᣲࡆられていることから、DIY をಁ進する上で㞀ቨ

になっているྍ能性がある。同ᵝのᏳが、住宅のಟ⧋・

ᨵಟでᣲࡆられている「㉁の☜ಖ」である。㞧㈌等とは

異なり、㈝⏝㠃においても生活の㉁へのᙳ㡪においても

大きくなるቨやᗋ、㐀りけᲴな住宅のಟ⧋やᨵಟに

関わる DIY では、自ศで施工することに‶㊊をぬえるẁ

㝵を㉸えて㉁をồめࡊるをᚓࡎ、Ᏻとしてᣲࡆられて

いる。 
㸳㸬ࡲとࡵ 
本研究により明らかになったᘓ築関連 7 事ᴗ者による

DIY サ࣏ートの実施状ἣと DIY ಁ進にྥけたព㆑、お

よびそのサ࣏ート⏝者の DIY に対するព㆑を以下に

まとめる。 
5.1 サ࣏ートを実施するᘓ築関連事ᴗ者のព㆑ 
(1)  工ົᗑや㔠≀ᗑ、家ලᗑなᵝࠎなᘓ築関連事ᴗ者が

要事ᴗのᑓ㛛性に合わせて DIY のサ࣏ートに取り

組ࢇでいる。 
(2)  サ࣏ートの内ᐜはྛ事ᴗ者の実施目的やㅮᖌの⫋能

によって異なり、㞧㈌〇సから住宅ᨵಟまで DIY の

సᴗ⯡を⥙⨶するサ࣏ートはない。 
(3)  ᮦᩱや施工方ἲのሗ提供、┦ㄯはすべての事ᴗ者が

提供しているが、ࣥࢨࢹのሗ提供はᑡない。 
(4)  サ࣏ートのな目的は、住宅等への興のきっかけ࡙

くりとၟရに対するṇᙜな౯್ほをᣢつことである。 
(5)  サ࣏ートで重要どしていることは、ၟ ရの౯್への⌮

ゎ、交ὶによるಙ㢗関係の構築、工ලのᏳな⏝方

ἲの⩦ᚓの 3 点である。 
(6)  サ࣏ートの課題として、技術レ࣋ルがᵝࠎであるཧຍ

者のニーࢬ、サ࣏ートの目的、サ࣏ート内ᐜの合⮴が

ᣲࡆられ、内ᐜをᶍ⣴中である事ᴗ者が多い。 
(7)  DIY ಁ進の課題として、DIY 実施者の㈨᱁要௳に対

する▱㆑㊊が指摘された。 
5.2 DIY サ࣏ート⏝者の DIY に対するព㆑ 
(1)  DIY トへのཧຍはዪ性の方が多く、సᴗሙ所ࣥ࣋

の⏝は⏨性が多いഴྥがある。 
(2)  サ࣏ートを⏝することにより、サ࣏ートとは関係が

ない DIY の▱㆑やసᴗ実施能力もቑຍしている。 
(3)  サ࣏ートの⏝者は、DIY を実施するにあたって┦

ㄯあるいはࣥࢨࢹ、ᮦᩱのሗを重要どしているが、

DIY ートによりそれらを⋓ᚓで࣏のサトなࣥ࣋

きるとは必ࡎしもㄆ㆑しておらࡎ、DIY 実施者のニ

ーࢬとサ࣏ートが一⮴していないྍ能性がある。 
(4)  事ᴗ者が提供しているとㄆ㆑している┦ㄯ┦ᡭやᮦ

ᩱのሗ提供は、⏝者が DIY を実施する㝿に重要

ートを⏝する目的には࣏と⪃えているものの、サࡔ

なっていないことから、提供ഃと⏝ഃのサ࣏ートに

対するㄆ㆑にࡎれがある。 
(5)  原状ᅇ復⩏ົのある㈤㈚住宅に住ࡴサ࣏ートの⏝

者も、住宅のಟ⧋・ᨵಟに関わるసᴗ内ᐜに関心をᣢ

っている。 
(6)  フローࣜࣥࢢの㈞替え、ቨの㈞替え・ሬ替えは、関心

はあるがసᴗ実施能力を⩦ᚓするまで⮳っていない

ேが⣙ 30㸣いる。 
(7)  連⥆ᅇのサ࣏ートでは、多くの▱㆑やసᴗ実施能力を

ᚓることができ、DIY 実施にあたってのᏳがࡰ

ゎᾘされている。 
が「㉁の☜ಖ」「の▱㆑㊊ࣥࢨࢹ」  (8) DIY 実施にあ

たってのᏳとして多くᣲࡆられている。 
以上の研究⤖ᯝから、β なᘓ築関連事ᴗ者がࠎ DIY に

関わるサ࣏ートを実施しており、そのサ࣏ートを⏝す

る DIY 実施者のసᴗ実施能力のྥ上や▱㆑の⋓ᚓには

一定の効ᯝがあることが明らかになった。一方で、DIY
実施者のニーࢬとサ࣏ートの一⮴や、提供ഃと⏝ഃ

のサ࣏ートに対するㄆ㆑のࡎれのྍ能性があること、

DIY のసᴗに関心があってもసᴗ実施能力が伴わない

こともあること、サ࣏ートの⏝者であってもいまࡔ

ᵝࠎなᏳをᢪえていることも明らかになった。 
ᚋ、DIY の適ษなಁ進、ᬑ及にྥけ、以下のような

取り組みが必要であると⪃えられる。 

⾲ 8 㻰㻵㼅 サ䝫ートの利⏝者がᢪ䛘ているᏳ 
㞧㈌、ᐙල・ᘓලの〇స 住宅の修⧋・ᨵ修

 木ᕤ㼃S

ᕤලのい᪉㻔3名㻕
ᮦᩱの▱㆑㊊㻔3名㻕
施ᕤ᪉法の▱㆑㊊㻔3名㻕
質の☜保㻔2名㻕
㈝⏝㻔2名㻕
స業場所の☜保㻔1名㻕
保⟶場所の☜保㻔1名㻕
相談相ᡭのᏑᅾ㻔1名㻕
స業時㛫㻔1名㻕

施ᕤ᪉法の▱㆑㊊㻔5名㻕
質の☜保㻔3名㻕
相談相ᡭのᏑᅾ㻔2名㻕
స業時㛫㻔2名㻕
స業場所の☜保㻔1名㻕
保⟶場所の☜保㻔1名㻕
協力者のᏑᅾ㻔1名㻕

 木ᕤᩍᐊ

デザインの▱㆑㊊㻔4名㻕 施ᕤ᪉法の▱㆑㊊㻔4名㻕
స業時㛫㻔2名㻕
ᮦᩱの▱㆑㊊㻔1名㻕
協力者のᏑᅾ㻔1名㻕
質の☜保㻔1名㻕

ቨሬり㼃S
質の☜保㻔2名㻕
デザインの▱㆑㊊㻔1名㻕

質の☜保㻔3名㻕
保⟶場所の☜保㻔1名㻕

デザインの▱㆑㊊㻔1名㻕 施ᕤ᪉法の▱㆑㊊㻔2名㻕
質の☜保㻔2名㻕
デザインの▱㆑㊊㻔1名㻕
相談相ᡭのᏑᅾ㻔1名㻕

内容

イ
ベ
ン
ト

స業場所利⏝
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(1) 」ᩘの DIY のసᴗ内ᐜを学⩦するサ࣏ートの充実 
 やᮦᩱに関するሗ提供の充実ࣥࢨࢹ (2)
(3) DIY アドバࢨー等の┦ㄯ者の充実ὀ㸴 
(4) DIY で施工できるసᴗ内ᐜあるいは㝈⏺の周▱ 

 
ὀ 

ὀ1) 2014 年 3 ᭶、国土交通省はಶே住宅の㈤㈚ὶ通のಁ進策の一つと

して㈚がಟ⧋を行わࡎ現状のまま㈤㈚しが自㈝でಟ⧋や

DIY を行う㈇ᢸ DIY ᆺ㈤㈚をྵめた࢞ドラࣥを公⾲

した。そのᚋ、その DIY ᆺ㈤㈚ዎ⣙を一⯡的に活⏝するための

⪃え方と取り組みを整⌮し、2016 年 4 ᭶、「DIY ᆺ㈤㈚に関

するዎ⣙᭩式」と、DIY ᆺ㈤㈚の活⏝にあたっての࢞ドࣈ

ック「DIY ᆺ㈤㈚のすすめ」をస成し、公⾲した。 
ὀ2) 本研究で扱うサ࣏ートとは、▱㆑の⋓ᚓ、〇సの体㦂、技術の⩦

ᚓのみならࡎ、第୕者からの助ゝや、工ලの㈚し出し、సᴗሙ所

の㈚し出しな、DIY を実㊶するにあたって受けるサービス⯡

をྵࡴものとする。 
ὀ3) DIY に対して、関心を示さないேから積ᴟ的に実㊶するேまで

ᵝࠎである。DIY を適ษにಁ進するためには、DIY に対して関心

をᣢってもらうことや、DIY に一定以上の関心を示したேがṇし

い▱㆑や技術を⩦ᚓすることな、ᵝࠎな施策が必要になる。本

研究ではᚋ者を対㇟とし、β なࠎ DIY に関するサ࣏ートを自らの

ពᛮで⏝したேを対㇟とする。 
ὀ4) サ࣏ートの✀㢮は、ཧ⪃ᩥ⊩ 1、2、6 におけるㄪᰝ㡯目をཧ↷し、

Ỵ定した。 
ὀ5) 2 ᮌ工ᩍᐊは、いࡎれもᮌᮦ⏘ᴗをとする地域にあるため、⏘

ᴗ興もවࡡた地域交ὶのሙとしての≺いがある。 
ὀ6) えࡤす㔝らᩥ㸵の研究によると、ࢭルフ・ࣜ࣋ࣀーࣥࣙࢩがྍ能

な㈤㈚共同住宅ではᢎㄆ体（௰介ᴗ者や所有者）にᨵಟ⏦ㄳを

行う必要があることが多いと示されており、㏆年広がりを見せつ

つある DIY ᆺ㈤㈚住宅ではこれら௰介ᴗ者や所有者が DIY 実施

者にとって┦ㄯ者になるྍ能性がある。このような方ἲによる┦

ㄯ者の☜ಖも一つのサ࣏ートの形として⪃えられる。 
 

ཧ⪃ᩥ⊩ 
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 ,ー」のᶵ能, 日本ᘓ築学会ィ⏬⣔ㄽᩥ㞟, 第540ྕ, pp.251-258ࢱࣥ
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ሗ࿌, 第 46 ྕ, pp.129-136, 2007.3 
4) 福地ᓫ洋, Ụ川▱㔛, 㧘⏣ග㞝, 㔝原ಇ介, 土⬶ྐ：住みこなしに

着目した㈤㈚㞟合住宅居住者の DIY ニーࢬ, 日本ᘓ築学会大会学

術ㅮ₇᱾ᴫ㞟(㏆␥) , pp.1261-1262, 2014.9 
5) ⳥ụἋ⪨, 上ᮅ㞝：UR ㈤㈚住宅における DIY の現状 住まいᡭ

による住✵間の⥔ᣢに関する研究, 日本ᘓ築学会ᕞ支部研究ሗ࿌, 
第 53 ྕ, pp.197-198, 2014.3 

6) Ụ川▱㔛, 㧘⏣ග㞝, 土⬶ྐ：ᇼ川団地の住戸ᨵಟ実㦂における

トཧຍ者のࣥ࣋ DIY ព㆑-ᕷ⾤地ᆺの公的住宅団地の再生に関す
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pp.1263-1264, 2014.9 

7) す㔝㞝一㑻, ᶓᒣಇ♸, ᚨᑿ㔝ᚭ：住みᡭからみたࢭルフ・ࣜ࣋ࣀ

ーࣥࣙࢩの特性と有効性:㈤㈚共同住宅におけるࢭルフ・ࣜ ࢩー࣋ࣀ
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ㅰ㎡ 

⪺き取りㄪᰝにᛌく応じてくࡔさった事ᴗ者のⓙᵝ、アࣥケートㄪᰝ

とࢱࣥビューにࡈ༠力いたࡔきました DIY サ࣏ートの⏝者のⓙ

ᵝに῝くᚚ♩⏦し上ࡆます。 
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